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研究成果の概要（和文）：グレゴリオス・バルヘブラエウス著『英知の精華』天界論編および生

成消滅論の校訂・翻訳（英訳）・註解作成を行い、バルヘブラエウスが執筆に当たって利用した

出典の確認を通してアリストテレス『天界論』、『生成消滅論』の東方における伝承経路の解明

に寄与した。 

 

研究成果の概要（英文）：Steps were taken towards the elucidation of the manner in which 

Aristotle‟s De caelo and De generatione et corruptione were transmitted in Syriac and 

Arabic through the edition, translation and analysis of the books “On the Heaven” and “On 

Generation and Corruption” in Gregory Barhebraeus‟ Butyrum sapientiae. 

 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006 年度 900,000 0 900,000 

2007 年度 900,000 270,000 1,170,000 

2008 年度 900,000 270,000 1,170,000 

2009 年度 700,000 210,000 910,000 

  年度    

総 計 3,400,000 750,000 4,150,000 

 
 

研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：文学・各国文学・文学論 

キーワード：西洋古典学、文献学、哲学、シリア学 

 

１．研究開始当初の背景 

 

ギリシアの哲学・自然科学、特にアリストテ

レス哲学の後世への継承の研究においては、

イスラーム圏における、主にアラビア語によ

る伝承が重要な位置を占めるが、アラビア語

による伝承はそれと密接に関わるシリア語

による伝承を抜きには語れない。しかしなが

ら、アリストテレス哲学のシリア語における

伝承の研究の中で、論理学の伝承については

特にフランスの研究者を中心に近年いくら

かの研究の進展が見られるものの、自然科学

の伝承についての研究は大きく立ち遅れて

おり、関連するシリア語文献の刊行および研
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究が急務となっている。研究代表者の計画し

た研究はそのような必要に応じるものであ

り、ギリシア哲学・自然科学のオリエント地

域における伝承の解明に寄与することが期

待された。 

 

２．研究の目的 

 

本研究においては、アリストテレス『天界論』

および『生成消滅論』のシリア語による伝承

について、その具体的な伝承経路およびギリ

シア語・アラビア語等による伝承との関係を

解明することを主なる目的とした。特に、バ

ルヘブラエウス著『英知の精華（Hewat hekmta, 

Butyrum sapientiae）』天界論編および生成

消滅論編の校訂・翻訳（英訳）を行い、これ

に詳細な註解を加えた。本研究ではまたより

広い範囲でギリシア哲学・科学のシリア語に

おける伝承の研究および日本におけるシリ

ア学の発展に寄与することを目的とした。 

 

３．研究の方法 

 

『英知の精華』天界論編・生成消滅論編を、

入手可能な写本 (Firenze, Laur. or. 83; 

London, British Library, Or. 4079, Or. 

9380; Birmingham, Mingana syr. 310; 

Biblioteca Apostolica Vaticana, sir. 613; 

Baghdad, Chaldean Monastery, syr. 177; 

Manchester, John Rylands, syr. 44B; 

Princeton, Theological Seminary, syr. 25)を

用いて校訂し、翻訳（英訳）した。同時に、

イブン・シーナー『治癒の書』をはじめとす

る関連文献との比較を行い、注解を付した。 

 

４．研究成果 

 

グレゴリオス・バルヘブラエウス著『英知の

精華』天界論編および生成消滅論の校訂・翻

訳（英訳）・註解作成の一連の作業を行った。

現在までにシリア語テクストの校訂・英訳お

よび註解の作成をほぼ終えており、今後索引

などを作成した上で、2010 年度ないし 2011

年度中に Aristoteles Semitico-Latinus 叢

書の一巻として Brill社より刊行する予定で

ある。注解作成の課程においては、バルヘブ

ラエウスが『英知の精華』天界論編・生成消

滅論編の執筆に際して、イブン・シーナー『治

癒の書』の他にダマスカスのニコラオスによ

る『アリストテレス哲学概要』のシリア語訳

などのイブン・シーナー以前の時代に成立し

たシリア語文献や、アブー＝ル＝バラカー

ト・アル＝バグダーディー、ファフル＝アッ

＝ディーン・アッ＝ラージーなどのイブン＝

シーナー以降の時代のアラビア語文献を利

用したことが確認された。特にニコラオス

『アリストテレス哲学概要』のシリア語訳か

らの引用はニコラオスのギリシア語原典お

よびシリア語訳の該当箇所が散逸している

ものであり、重要な発見である。このような

知見の一部については 2008 年に開催された

国際シリア学会（X. Symposium Syriacum, 

Granada）、2009 年に開催された国際学会 

“ The Letter before the Spirit: The 

Importance of Text Editions for the Study 

of the Reception of Aristotle”（Den Haag）

などの場で発表した。また、本研究の研究計

画で掲げたギリシア哲学・自然科学のシリア

語における伝承についての研究およびわが

国 に お け る シ リ ア 学 (Syriac Studies, 

Syrologie)の発展への寄与という目的に合

わせたより広い範囲でのシリア学研究にも

従事し、関連分野での学会発表や事典項目の

共同執筆なども行った。 
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